
 1 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ニ
ド
ラ
マ 

６
０
秒 

                  

「
人
馬
一
体
」 

脚
本 

大
岡
俊
彦 
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〇
リ
ハ
ビ
リ
施
設
の
ト
イ
レ 

 

藤
枝
（
７
０
）
「
…
…
」 

鏡
を
見
る
。 

 
 

 
笑
っ
て
み
る
が
、
左
半
分
の
表
情
し
か
動
か 

な
い
。
動
か
な
い
ほ
う
の
顔
を
叩
く
。 

 

〇
リ
ハ
ビ
リ
施
設
内 

  
 

 

必
死
で
歩
く
訓
練
を
し
て
い
る
藤
枝
。 

 
 

 

左
半
身
し
か
動
か
な
い
。 

看
護
師
「
藤
枝
さ
ん
、
も
う
無
理
で
し
ょ
う
」 

藤
枝 

「
ま
だ
ま
だ
」 

看
護
師
「
転
ん
だ
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
」 

藤
枝 

「
…
…
何
を
言
っ
て
ん
だ
。
起
き
上
が
る
為 

に
リ
ハ
ビ
リ
し
て
ん
だ
ろ
」 

看
護
師
、
あ
き
れ
る
。 

 

〇
ベ
ッ
ド 

 

藤
枝
の
孫
（
１
６
）
「
ど
も
」 

 
 

 

と
和
菓
子
を
片
手
に
入
っ
て
く
る
が
、
藤
枝 

の
ベ
ッ
ド
は
空
。 

看
護
師
「
あ
。
藤
枝
さ
ん
、
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
室
な
の 

よ
」 

孫 
 

「
根
性
あ
る
ね
え
」 

 
 

 

孫
、
ベ
ッ
ド
脇
の
雑
誌
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
気 

づ
く
。
馬
術
大
会
の
写
真
。 

看
護
師
「
ほ
っ
と
い
た
ら
、
治
る
も
の
も
治
ら
な
く 

な
る
ぞ
っ
て
脅
し
が
効
い
た
の
か
し
ら
？
」 

切
り
抜
き
の
見
出
し
「
三
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、 

法
華
津
選
手
」
「
東
京
、
北
京
、
ロ
ン
ド
ン
」 

 

「
愛
馬
ウ
ィ
ス
パ
ー
号
と
」
「
現
役
７
０
歳
」 

 
 

 

愛
馬
と
笑
う
法
華
津
選
手
。 

孫 
 

「
い
や
、
…
…
違
う
ね
」 

 

〇
後
日
、
ベ
ッ
ド 

 

孫 
 

「
散
歩
行
こ
う
よ
」
と
来
る
。 

 
 

 

ベ
ッ
ド
の
藤
枝
、
杖
を
取
ろ
う
と
す
る
と
、 



 3 

 
 

 

「
ウ
ィ
ス
パ
ー
号
」
と
マ
ジ
ッ
ク
で
落
書
き 

が
し
て
あ
る
の
に
気
づ
く
。 

藤
枝 

「
…
…
こ
れ
、
お
前
か
」 

孫 
 

「
（
と
ぼ
け
る
）
俺
じ
ゃ
ね
え
よ
」 

藤
枝 
「
お
前
の
字
だ
ろ
」 

孫 
 

「
…
…
気
の
せ
い
だ
ろ
」 

 
 

 

ふ
ん
、
と
笑
っ
て
、
力
強
く
杖
で
立
ち
上
が 

る
藤
枝
。 

 

Ｔ 
 

「
越
え
よ
う
。
自
分
で
決
め
た
限
界
を
。 

 
 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

  
 

他
コ
ピ
ー
案 

 

Ｔ 
 

「
熱
は
、
そ
の
手
の
中
に
残
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」 

                        



 4 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ニ
ド
ラ
マ 

６
０
秒 

                  

「
母
に
ケ
ー
キ
を
」 

脚
本 

大
岡
俊
彦 
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〇
直
樹
の
引
き
こ
も
り
の
部
屋
、
夜 

  
 

 

暗
い
部
屋
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
直 

樹
（
３
５
）
。
髪
は
ボ
サ
ボ
サ
。 

直
樹
の
書
き
込
み
「
俺
は
屑
じ
ゃ
ね
え
よ
」 

 
 

 
壁
に
つ
る
し
た
ス
ー
ツ
は
埃
だ
ら
け
。 

 
 

 

階
段
を
上
っ
て
く
る
音
に
、
耳
を
澄
ま
せ
る 

直
樹
。 

 
 

 

廊
下
の
外
の
母
（
５
５
）
と
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
。 

母 
 

「
直
樹
ち
ゃ
ん
、
お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で 

と
う
」 

直
樹 

「
…
…
」 

母 
 

「
あ
の
ね
」 

直
樹 

「
う
る
せ
え
バ
バ
ア
！ 
飯
だ
け
置
い
て
け 

よ
！
」 

母 
 

「
ご
め
ん
ね
、
ご
め
ん
ね
…
…
」 

 
 

 

階
段
を
下
り
て
い
く
音
。 

直
樹
、
扉
を
開
け
る
と
、
食
事
の
脇
に
シ
ョ 

ー
ト
ケ
ー
キ
が
。 

「
お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う
」
の
プ
レ 

ー
ト
と
、
三
本
の
蝋
燭
。 

直
樹 

「
…
…
ひ
き
こ
も
り
三
歳
お
め
で
と
う
、
っ 

て
か
？
」 

 
 

ケ
ー
キ
を
つ
か
ん
で
壁
に
投
げ
つ
け
る
。 

 
 

母
、
階
下
で
そ
の
音
に
お
び
え
る
。 

 
 

 

直
樹
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
つ
け 

る
と
、
ち
ょ
う
ど
井
上
康
生
が
表
彰
台
に
上 

が
っ
た
と
こ
ろ
。 

 
 

 

ま
ぶ
し
さ
に
消
そ
う
と
す
る
が
、
実
況
の
言 

葉
に
手
が
止
ま
る
。 

実
況 

「
井
上
選
手
は
お
母
さ
ん
子
で
し
た
。
一
年 

前
、
お
母
さ
ん
が
天
国
に
…
…
」 

 
 

 

階
段
を
降
り
て
ゆ
く
母
の
イ
メ
ー
ジ
。 

 
 

 

つ
ぶ
れ
た
ケ
ー
キ
。
割
れ
た
プ
レ
ー
ト
。 

 
 

 

大
盛
り
の
ご
は
ん
か
ら
の
湯
気
。 

 
 

 

テ
レ
ビ
に
映
る
井
上
選
手
の
母
の
遺
影
。 

 
 

 

感
極
ま
っ
て
い
る
井
上
。 

直
樹 

「
い
な
く
な
る
こ
と
も
、
あ
る
ん
だ
な
…
…
」 

 

〇
翌
日
、
リ
ビ
ン
グ 
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母 
 

「
え
？ 

あ
、
あ
れ
？
」 

 
 

 

ス
ー
ツ
を
来
た
直
樹
。 

直
樹 

「
バ
イ
ト
探
し
て
く
る
」 

 

〇
後
日
、
夜
、
リ
ビ
ン
グ 

 

母 
 

「
お
か
え
り
」 

 
 

 

直
樹
の
お
土
産
の
箱
を
開
け
る
と
、
台
無
し 

に
し
た
ケ
ー
キ
と
同
じ
も
の
が
ふ
た
つ
出
て 

来
る
。 

母 
 

「
…
…
」 

 
 

 

母
、
急
い
で
フ
ォ
ー
ク
を
取
り
に
行
く
。 

  

Ｔ 
 

「
越
え
よ
う
。
（
シ
リ
ー
ズ
的
な
コ
ピ
ー
） 

 
 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

   
 

他
コ
ピ
ー
案 

 

Ｔ 
 

「
熱
は
、
そ
の
手
の
中
に
残
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」 

                 



 7 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ニ
ド
ラ
マ 

６
０
秒 

                  

「
公
開
ヘ
ア
バ
ン
ド
」 

脚
本 

大
岡
俊
彦 
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〇
カ
フ
ェ 

  
 

 

コ
ン
パ
ク
ト
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
長
い
前 

髪
を
直
し
て
い
る
麻
由
美
（
２
０
）
。 

リ
コ
（
２
０
）「
知
っ
て
る
？ 

前
髪
の
長
い
女
の
子 

っ
て
、
自
分
に
自
信
が
な
く
て
、
人
か
ら
隠
れ
た 

い
っ
て
心
理
な
ん
だ
っ
て
」 

 
 

そ
う
い
う
リ
コ
も
、
自
分
の
長
い
前
髪
で
顔 

を
覆
っ
て
い
る
。 

麻
由
美
「
…
…
私
た
ち
は
、
世
間
か
ら
隠
れ
て
る
っ 

て
こ
と
？
」 

リ
コ 

「
だ
か
ら
、
別
れ
た
い
ん
だ
よ
ね
。
も
う
付 

き
合
う
の
、
終
わ
り
に
し
よ
う
よ
」 

 
 

 

周
囲
、
二
人
を
見
る
。 

麻
由
美
「
え
？ 

…
…
な
に
、
女
同
士
だ
か
ら
、
隠 

れ
る
っ
て
？ 

私
は
気
に
し
て
な
い
よ
？
」 

リ
コ 

「
…
…
」 

 
 

 

リ
コ
、
突
然
麻
由
美
の
手
を
、
周
囲
に
見
え 

る
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
握
る
。 

麻
由
美
、
と
っ
さ
に
周
囲
を
伺
っ
て
し
ま
う
。 

リ
コ 

「
う
そ
つ
き
」 

麻
由
美
「
…
…
」 

 

〇
麻
由
美
の
部
屋 

 

落
ち
込
ん
で
い
る
麻
由
美
。 

 
 

 

テ
レ
ビ
で
は
、
リ
オ
五
輪
女
子
ラ
グ
ビ
ー
表 

 
 

 

彰
式
で
起
き
た
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
伝
え
て
い
る
。 

実
況 

「
え
っ
と
、
…
…
こ
れ
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
よ 

う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
で
も
い
い
ま 

し
ょ
う
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
場
で
、
女
性
が
女 

性
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
…
…
」 

 
 

 

テ
レ
ビ
の
中
で
抱
き
合
う
イ
ザ
ド
ラ
と
エ
ン 

ヤ
。
祝
福
す
る
周
囲
。 

 

〇
駅
前
な
ど
、
人
の
往
来
の
あ
る
と
こ
ろ 

  
 

 

呼
び
出
し
た
リ
コ
に
。 

麻
由
美
「
見
た
で
し
ょ
女
子
ラ
グ
ビ
ー
！
」 

リ
コ 

「
（
う
な
づ
く
）
」 
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麻
由
美
「
私
、
別
れ
な
い
か
ら
！ 

て
い
う
か
、
こ 

そ
こ
そ
し
て
る
の
が
理
由
で
リ
コ
と
結
婚
で
き
な 

い
の
嫌
だ
か
ら
！
」 

 
 

 

周
囲
が
見
て
い
る
。 

 
 

 
麻
由
美
、
ヘ
ア
バ
ン
ド
を
し
て
デ
コ
を
出
す
。 

 
 

 
リ
コ
に
も
も
う
一
つ
渡
す
。 

麻
由
美
「
わ
た
し
は
あ
な
た
が
好
き
！
」 

 
 

 

周
囲
が
見
て
い
る
。 

リ
コ 

「
…
…
」 

 
 

 

ヘ
ア
バ
ン
ド
を
受
け
取
り
、
付
け
て
デ
コ
を 

出
す
。
笑
う
。 

麻
由
美
「
か
わ
い
い
」 

 
 

 

二
人
、
周
囲
の
目
を
気
に
せ
ず
抱
き
合
う
。 

 
 

 

デ
コ
同
士
こ
つ
ん
と
、
キ
ス
代
わ
り
に
。 

 

Ｔ 
 

「
越
え
よ
う
。
昨
日
ま
で
の
自
分
。 

 
 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

   
 

他
コ
ピ
ー
案 

 

Ｔ 
 

「
熱
は
、
そ
の
手
の
中
に
残
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」 
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Ｎ
Ｈ
Ｋ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ニ
ド
ラ
マ 

６
０
秒 

                  

「
吸
わ
な
い
煙
草
」 

脚
本 

大
岡
俊
彦 
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〇
コ
ン
ビ
ニ
前
に
止
め
ら
れ
た
車
の
中 

  
 

 

隆
（
５
０
）
、
助
手
席
の
母
（
７
５
）
に
。 

隆 
 

「
母
さ
ん
、
煙
草
買
っ
て
く
る
」 

 
 

 
母
、
カ
ー
ナ
ビ
の
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
。 

 
 

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
の
井
上
が
表
彰
台
に 

 
 

 

上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

 

隆
、
煙
草
を
片
手
に
戻
っ
て
く
る
。 

母 
 

「
あ
れ
？ 
私
、
家
に
向
か
っ
て
る
の
？ 

施 

設
に
行
く
の
？
」 

隆 
 

「
家
に
帰
る
の
」 

母 
 

「
あ
れ
？ 

あ
あ
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
で
す
よ 

ね
？ 

ご
苦
労
様
で
す
」 

隆 
 

「
あ
…
…
あ
あ
、
は
い
…
…
」 

母 
 

「
私
に
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
く
ら
い
の
ど
ん 

く
さ
い
息
子
が
い
ま
し
て
」 

隆 
 

「
…
…
は
あ
」 

母 
 

「
い
つ
も
『
し
っ
か
り
し
な
さ
い
』
っ
て
鍛 

え
た
も
の
で
す
よ
」 

隆 
 

「
…
…
鬼
母
な
ん
で
す
ね
」 

母 
 

「
違
い
ま
す
よ
」 

隆 
 

「
？
」 

母 
 

「
私
は
い
つ
か
い
な
く
な
る
で
し
ょ
？ 

男 

の
子
は
ね
、
強
く
な
く
ち
ゃ
」 

隆 
 

「
…
…
」 

テ
レ
ビ
中
継
「
井
上
康
生
、
今
は
亡
き
、
お
母
さ
ん 

の
遺
影
を
胸
に
…
…
」 

 
 

 

井
上
、
遺
影
と
と
も
に
表
彰
台
に
。 

隆 
 

「
…
…
」 

隆
、
煙
草
を
吸
お
う
と
。 

母 
 

「
一
本
く
だ
さ
い
な
」 

隆 
 

「
え
、
煙
草
吸
う
の
？
」 

母 
 

「
息
子
を
授
か
っ
て
か
ら
や
め
た
ん
だ
け
ど
。 

ど
う
せ
老
い
先
長
く
な
い
し
」 

 
 

 

隆
、
煙
草
を
し
ま
う
。 

隆 
 

「
…
…
長
生
き
、
し
て
く
だ
さ
い
よ
」 

 

Ｔ 
 

「
人
が
生
き
れ
ば
、
ド
ラ
マ
だ
。 

 
 

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」 

 



 12 

Ｎ
Ｈ
Ｋ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ニ
ド
ラ
マ 

６
０
秒 

                  

「
切
れ
な
い
鋏
」 

脚
本 

大
岡
俊
彦 
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〇
古
い
床
屋 

  
 

 

主
人
（
５
０
代
）
が
客
（
同
世
代
）
の
髪
を 

切
っ
て
い
る
。 

母
（
８
０
）
の
遺
影
と
骨
壺
。 

客 
 

「
葬
式
、
大
変
だ
っ
た
な
」 

主
人 

「
清
々
し
た
よ
」 

客 
 

「
倒
れ
て
か
ら
寝
た
き
り
で
、
十
年
？
」 

主
人 

「
…
…
清
々
し
た
よ
」 

 
 

 

主
人
は
母
の
写
真
を
見
よ
う
と
も
し
な
い
。 

客 
 

「
聞
い
た
こ
と
あ
る
？ 

床
屋
が
死
ぬ
と
、 

愛
用
の
鋏
が
切
れ
な
く
な
る
っ
て
話
」 

主
人 

「
聞
い
た
こ
と
も
ね
え
よ
、
そ
ん
な
話
」 

 
 

 

と
、
主
人
の
鋏
が
ね
じ
が
外
れ
て
壊
れ
る
。 

主
人 

「
母
ち
ゃ
ん
、
借
り
る
ぜ
」 

 
 

 

鋏
の
山
か
ら
、
別
に
分
け
て
あ
っ
た
筒
（
女 

も
の
の
柄
）
に
入
っ
て
い
る
鋏
を
取
る
。 

主
人 

「
…
…
？
」 

客 
 

「
ど
う
し
た
？
」 

 
 

 

切
れ
な
い
。
ど
う
や
っ
て
も
切
れ
な
い
。 

主
人 

「
な
ま
く
ら
だ
ろ
こ
れ
」 

 
 

 

つ
い
て
い
た
テ
レ
ビ
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
。 

 
 

 

柔
道
の
井
上
康
生
が
、
母
の
遺
影
を
持
っ
て 

 
 

 

彰
台
に
上
が
っ
た
場
面
。 

テ
レ
ビ
「
井
上
康
生
、
今
、
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん 

の
遺
影
を
持
っ
て
表
彰
台
に
上
り
ま
す
。
高
く
高 

く
掲
げ
ま
し
た
」 

 
 

 

客
、
テ
レ
ビ
に
夢
中
。 

テ
レ
ビ
「
金
メ
ダ
ル
の
報
告
を
、
天
国
に
し
て
い
る 

よ
う
で
あ
り
ま
す
」 

 
 

 

主
人
、
切
れ
な
い
鋏
を
遺
影
の
前
に
置
く
。 

主
人 

「
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
、
母
ち
ゃ
ん
」 

 
 

 

主
人
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。 

 
 

 

客
は
テ
レ
ビ
に
夢
中
で
気
づ
か
な
い
。 

 

Ｔ 
 

「
熱
は
、
そ
の
手
の
中
に
残
る
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」 


